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はじめに 

 

 海女漁業とそれを営んでいる海女たちは三重県の漁業・漁村の宝です。その理由とし

て、アワビやサザエ、ナマコ、ウニなどや、ヒジキ、テングサなどの海藻類を漁獲する

重要な担い手であること、漁村で受け継がれている多くの伝統行事や神事の主役である

こと、女性が活躍する貴重な職業であること、清廉なイメージを持つ重要な観光資源で

あること、などはすぐに頭に浮かび、他にも多くあります。しかしながら、その海女の

人数は急激に減少しています。海の博物館（三重県鳥羽市）の平成 26 年の調査による

と、三重県における海女の人数は 761 人と平成 22 年の調査時と比べて 212 人減少し、

10年前からは 404人の減少となっていました。海女の平均年齢は 65歳を超え、このま

まの傾向で推移すると 10年後にはさらに半減すると推察されています。 

 海女の人数が減っていく原因として、冬の寒い時期にも素潜りで漁獲するなど厳しく

危険な操業環境であることとともに、荒天時などには操業できず、また高価な漁獲物で

あるアワビの漁獲が減少しており、収入が少なく、かつ不安定ということが挙げられま

す。沿岸漁業や漁村において重要な海女漁業を、今後も持続的に営めるようにするため

には、その収益性を高めるための取り組みが不可欠です。 

海女漁業の収益性を高めるためには、アワビなど漁獲対象種の増殖を進め、漁獲量を

増大させるとともに、現在は漁獲されていないが水産物として潜在的な価値を有する魚

種の利用を進め、漁獲物をできるだけ多様化することが必要です。 

このマニュアルは、重要な漁獲対象であるアワビを増やし、それを効果的に漁獲する

ための新たな取り組みや、低利用となっている海藻類の生産拡大を行うとともに、漁獲

した水産物をできるだけ高い価格で販売するための取り組みを取りまとめたものです。

このマニュアルを参考として、各地区の海女らが新しい取り組みを考え、実践し、海女

漁業の収益向上が実現すればこれ以上の喜びはありません。 
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★台風のシケに注意しましょう 

 台風が襲来すると、カゴが流されたり、舞い上げられた泥にまみれたりして、被害を

受ける可能性がありますので、カゴを避難した方が安全です。避難先は、漁協等と相談

して陸上水槽が借りられれば安心ですが、そうでなければ台風から避難する漁船の船べ

りからカゴを垂下するなどで対応してください。 

 

★カキ、フジツボを落としましょう 

育成をしていると、カゴや付着板などの飼育道具、アワビ種苗の殻にカキやフジツボ

が付着します。カゴの通水確保やアワビ種苗の良好な成長のために、それらを除去しま

しょう。カゴや付着板を掃除する際は、スクレーパーや金タワシを使って行います。た

だし、アワビ種苗にストレスを与えないよう、無理に剥離したりすることは控えましょ

う。また、アワビ種苗の殻に付くカキやフジツボはペンチを使ってつぶすようにします。

これらの除去作業は、早め早めで目に付いたときに行うようにするのが望ましいです。 
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★放流効果（再捕率） 

 通常のアワビ種苗（殻長約 3cm）と大型アワビ種苗（殻長約 5cm）を同時に放流した

場合、その放流効果すなわち再捕率（回収率）は、通常種苗よりも大型アワビ種苗の方

が 2倍以上高くなることが分かっています（県内の事例：図 1-8）。 

 

 大型アワビ種苗で放流効果が向上するのは、通常種苗（3cm）よりも害敵から食害さ

れにくく、漁場環境への適応能力も高いことなどによると考えられます。 

  

 

 

【参考】 

アワビの漁獲量の減少 

 三重県におけるアワビ漁獲量は 30年で約 1/10に減

少（図 1-9）！この傾向は全国で見られており、三重

県だけの話ではありません。 

 

アワビ漁獲量が減少している原因 

 いろんな研究機関で研究されており、以下のような

仮説が報告されていますが、現在のところはっきりし

ていません。 

・親貝の減少による稚アワビ発生数の減少 

・高水温化など環境の変化 

・短期間で集中的に降る豪雨による泥の流入 

・ヒトデなどの食害生物の増加  など 

近年、地球環境の温暖化による海水温の上昇が見られており、比較的冷たい温度を好むアワビにとっ

ては厳しい状況が続くと思われます。このような状況でも、アワビ種苗の放流は資源の底上げには有効

と考えられ、また、放流効果を高める取り組みを行うこともますます重要になります。 

 
この技術の問い合わせ先  三重県水産研究所 TEL：０５９９-５３-００１６ 

 

図 1-9. 三重県におけるアワビ漁獲量 

図 1-8. 同時に同じ漁場へ放流された通常種苗（殻長 3cm）と

大型種苗（殻長 5cm）の放流効果 

2.1

4.8

0

1

2

3

4

5

6

３cm種苗 ５cm種苗

再
捕
率
（
回
収
率
）
％

放流サイズ

2.3倍の放流効果











 
~ 13 ~ 

 

吊す水深は、流れてくるゴミや海藻が絡まないように水面から 50ｃｍ位のところ。そ

れでもゴミなどが絡むのでこまめに掃除をしましょう。 

 

 1月下旬ごろになると 20ｃｍ位に伸びてくるので収穫します。収穫した後も、小さか

ったものが伸びてくるので再び収穫できます。 

 

 収穫したものは少し刻んで、簀などに敷き詰めて乾燥させます（図 3-4）。この時に

再度ごみなどを取り除くようにします。十分乾燥させた後は、乾燥剤とともにビニール

の小袋に入れます。これで商品完成です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【備考】 

この技術はまだ開発途中です。種糸枠を吊るすのにもっと適した場所や養殖開始時期などについて研

究を進めています。 

種糸枠の作製は現在、鳥羽市水産研究所で行っていますが、種糸の生産量は多くありませんので種糸

枠の配布に関しては要相談とさせていただきます。自分で種糸枠を作製してみたいという方には技術指

導等行わせていただきますので遠慮なくお申し付けください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この技術の問い合わせ先  鳥羽市水産研究所 TEL：０５９９-２５-３３１６ 

 

図 3-4. 簀の上に並べ乾燥させたカヤモノリの製品 

種糸枠 
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環境によるアカモクの形態の違い 

アカモクは、生育する環境によって形態が大きく異なります。外洋に面した海域のア

カモクは茎が太く、色調も濃い茶色の傾向がありますが、内湾のアカモクは茎が細く、

色調は薄い茶色です（図 4-5）。茎が太い外洋側のアカモクを食用にするときは、ハサ

ミ等で茎を除いた方が食感は良くなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海域によるアカモクの成熟（漁獲のタイミング）の違い 

 アカモクを漁獲するタイミングを決める成熟は、一般的には、内湾のアカモクは早く、

外洋に面した海域のアカモクは遅い傾向があります。成熟の程度を示す突起（生殖器床）

は、内湾のアカモクでは３月中旬で約３cm になっており、既に漁獲適期となっていま

すが、外洋側のアカモクは１cm 未満で漁獲には適しません（図 4-6）。その後 4 月以降

になると、外洋側のアカモクも生殖器床が２cmを越えて漁獲に適するようになります。

ただし、アカモクの成熟は地区や年によってかなり異なる場合もあるので、漁獲のタイ

ミングを間違えないようにアカモクの状態を良く観察することが大事です。 

 

図 4-5．外洋に面した場所のアカモク（左）と内湾のアカモク（右）。 

図 4-6．外洋に面した海域のアカモクと内湾のアカモクの生殖器床の長さの推移。外洋に面

した場所のアカモクの生殖器床は早くから長く、成熟が早いことが分かります。 
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海女漁業の漁獲物の流通が抱えている問題点 

 海女漁業による漁獲物を有利に販売するための課題として以下の２つが挙げられま

す。 

・海女や産地出荷業者が直接末端消費者のニーズを把握できていない 

・海女の漁獲物に対する需要者のイメージも負の要素が強い（図 5-2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 海女漁業による漁獲物を有利に販売するには、末端の消費者のニーズをしっかりと把

握し、そのニーズに沿った漁獲を行うことが大切です。また、海女漁業による漁獲物に

は次頁の【参考】に記したような特長がありますので、その特長を消費者に理解しても

らい、プラスのイメージを持ってもらうことが何より重要です。 

 

漁獲物の新しい流通ルートを考えよう 

 海女漁業の収益性を高めるために、漁獲物の負のイメージを是正し、流通コストの少

ない、かつ末端の消費者ニーズに対応が可能な販売方法と流通ルートを考える必要があ

ります。 

 

-新しい流通のポイント‐ 

 海女漁業による漁獲物を有利に販売するには、次の 3点を考えることが大切です。ど

れも一朝一夕で解決できることではありませんが、漁協などと相談しながら、少しずつ

でも取り組んでいきましょう。 

 

流通ルートの見直し：海女漁業の漁獲物の資源量が減少する中で、それぞれの漁獲物の

図 5-2．需要者が持つ海女漁業の漁獲物に対するイメージ 
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位置づけを明確にし、それらに適した販売チャネルを選択することが大事です。 

例 海藻やアワビ、サザエなどの漁獲物は、どこの誰から多く求められているのかを知

り、流通経路をショートカットして、そこに売り込みをかけることが大切です。漁協の

ホームページを利用したインターネットによる販売も有効と考えられます。 

 

地元マーケットの重視とブランドイメージの強化：中間流通コストを削減するために地

元需要を充実させながら、海女の顔が見える流通に転換し、ブランドイメージを明確に

することが大事です。 

例 漁協などの直販施設や、地元で開催されている朝市を有効に利用して、海女漁業の

産品のＰＲに努めましょう。待っているだけでは需要は拡大しません。また、海女たち

が品質に自信を持っている産品を売ることが重要です。 

 

出荷調整の徹底：蓄養技術を生かした出荷調整を通じて、地区別季節別価格差を縮める

努力をしましょう。 

例 できるだけ一度に多くのアワビが水揚げされないよう地区間で操業の調整をする

などの工夫も大切です。 

 

【参考】 

 海女漁業やその漁獲物の特長に関して、一般的に言われていることとして以下のことがあります。こ

れらを消費者に説明し、理解してもらうことで、供給量が少ない、生産量が不安定などのマイナスイメ

ージを払拭し、プラスイメージへと転換しましょう。 

・最小限の漁具を用いて環境に優しい漁法で漁獲されていること 

・操業日数や操業時間が厳しく制限され、資源を守る取り組みがなされていること 

・アワビやウニ、サザエ、イワガキなど日本の国民の食文化の維持に欠かせない多様な水産物を漁獲し

ていること 

・ヒジキ、テングサなど健康増進作用が期待できる海藻類の多くを生産していること 

・アワビなどの漁獲物は、漁村の神事や祭事と密接に結び付き、漁村文化の維持に欠くことができない

ものとなっていること 

・藻場を守るための活動など、海の環境保全にも海女は大きな役割を担っていること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
この技術の問い合わせ先  三重大学大学院生物資源学研究科 

（資源経済システム学研究室） TEL：０５９-２３１-９５３６ 
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おわりに 

 このマニュアルは、海女漁業のための新しい技術開発と現場への普及を行うために下記の 9 機関

によって形成された共同研究組織「海女漁業支援研究開発コンソーシアム」が、農林水産省農林水

産技術会議の事業「農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業」によって委託を受けて平成 25～

27 年度に実施した共同研究の成果に基づいて作成しました。この共同研究の実施や成果の取りまと

めに際して専門プログラムオフィサー、アドバイザ-に多くの助言を頂きました。ここに記して感謝

申し上げます。 
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